
　

課題解決のための具体的手だて

   

「深堀中生徒一人一人の確かな学力を保障する。」

令和６年度 長崎市立深堀中学校学力向上プラン

学校教育目標
第４次長崎市教育振興計画 「共に学び、高め合う、希望あふれる

　生徒の育成」
・生徒、地域の実態

G1 長崎のまちを愛し、新たな時代
を生きぬく子どもを育みます

・保護者の願い

   ◇学ぶ意欲 ・教師の願い

   ◇思いやる心 ・めざす学校像、生徒像

   ◇健やかな心身 ・学力向上にかかる課題

学力向上にかかる学校経営方針

研究主題

「自ら課題を発見し、将来を見据えて主体的に学ぶ生徒の育成」

～確かな基礎学力の定着と主体的に取り組む行動力（表現力）の育成を通して～

本校の実態（全国・県・市学力調査結果） 本校の学力課題 改善を把握する設定目標

授業における指導内容や方法の工夫 授業外における学びの場の工夫 学習評価活動等の工夫 家庭や地域等との連携の工夫

Plan Do

CheckAct

学力調査を基にした指導計画、指導方法の立案

（学力向上プラン）

学力向上プランに基づく職員の共通理解・共通

行動による指導の実践(校内研修の充実と全職員

による研究授業の実践)

多方面から学校・職員・生徒の実態把握（学力調

査等による生徒の実態把握、学校評価による教育

活動の成果と課題確認）

新たな課題の確認と分析（次年度の教育計画、全

体計画、年間指導計画への位置づけ）

PDCAｻｲｸﾙ

〇聞く力、書く力、読む力の向上

〇気付いたこと、感じたこと、考えたこ

とを整理して表現する力

〇数と式、図形の問題の基本的な性質を

理解する力及び1年生においては基礎・

基本的な内容の理解と計算力

〇家庭学習の習慣化（家庭との連携）

〇目的に応じて必要な情報を読み取り、

根拠を示して自分の考えを説明する力

◆3年生
〇学力調査で国語、数学ともに全国平均を下回り、英語も県

平均を下回っている。しかし、国語では、無回答率がかな

り減少しており、問題に向き合う姿勢が向上している。数

学では「データの活用」において、４問すべて県平均を超

えている。 英語では、読むこと、「二人の会話から必要

な情報を読みとる」問いにおいて、県平均よりも超えてい

る。

〇課題に粘り強く取り組む姿勢は向上しているが、家庭での

計画的な学習への取組が課題である。

◆2年生
〇国語・ 数学ともに県平均を下回っている。

〇国語では、文章の内容を正確に理解・把握する力が弱い。

授業の中で、設定した時間内に文章を読み取り、理由や根

拠を書く訓練をしていく必要がある。しかし、「二つの文

章を比較して、共通点を捉える」「叙述の仕方を確かめて、

文章を整える」問いでは、県平均を超えている。

〇数学では、特に「数と式」や「図形」問題の数値が低い。

しかし、「関数」の問いにおいては、県の平均を超えてい

る。

◆1年生
〇国語・数学ともに市平均を下回っている。

〇国語では、特に、「書くこと」の領域の学力がかなり不足

している。

○数学科は、すべての領域で低く、「数と式」や「図形」の

領域の内容に大きな課題がある。

〇全学年とも、すべての教科の表現を問う問

題において、今年度よりも５％の向上を目

指す。

〇全学年とも、すべての教科で、無回答率が

０％になることを目指す。

①毎授業での「ねらい」と「まとめ」

が分かる授業実践

②学習規律の徹底（2分前学習）

③T・Tによる生徒への指導支援

④学力調査結果分析及び検証問題の実

践活用

⑤ICT機器及びChromebookの積極的活

用

⑥全職員による研究授業の実施及び効

果的な授業研究

①深堀タイム（ＦＴ）及び自学ノー

トの研究（Qubenaの活用を含

む）

②放課後等に質問教室の実施

③長期休業中を利用した補習教室の

実施

④市・県作成のアシストシート等の

有効活用

⑤昼読書及び読書活動の充実

①「特別の教科道徳」の指導方法

及び、評価のための共通理解及

び職員研修

②生活ノート、自学ノート等から

の担任の学習把握と適切な指導

③ＩＣＴ機器・等の職員研修によ

る充実

①小中合同研修会の実施。

②「家庭学習の手引き （改訂）」

の有効活用

③テスト計画表の保護者チェック

による家庭学習の把握

④家庭におけるChromebookやQube

naの活用

⑤オンライン授業

⑥SET（自己向上支援検査）の活用


